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日本では、花が「時計」に見えたのです

　５月から６月に花を咲かせ、７月から９月に収穫期を迎えるパッションフルーツ。ブラジル南部及
びパラグアイが原産地で、日本へは明治中期に導入されました。観賞用として栽培されているトケイ
ソウの仲間となります。
　「パッション」の意味を「情熱」と思う方もいらっしゃるかもしれないですが、実は情熱ではなく、
「キリストの受難」を意味しています。花の形が十字架に似ていることから、そのように呼ばれました。

再生紙を使用しています

　黄色いゼリー状の果肉は甘酸っぱくトロピカルな味がし、黒い
種も食べることが出来ます。ジャムや飲料の材料にも使われてお
り、お酒との相性も抜群なので、梅酒のように焼酎に漬けても美
味しいですよ。漬かるまで長くは待てない、という方には、果実
の上の部分を中身が見えるように切り、その中に焼酎を入れて、
そのまま飲むという方法もオススメです。パッションフルーツ自
体が器となり、オシャレな飲み方ですね。
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秦野市農業委員会
新体制へ！平成28年4月1日より、改正農業委員

会法が施行され、今回の改選から農業委
員会は新たな体制へと移行しました。

　

農
業
委
員
12
名
が
市
議
会
の
同
意
を
得
て
、
6
月
14
日
に
市
長
よ
り

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
6
月
21
日
に
改
選
後
初
の
総
会
が
行
わ
れ
、
会
長
に
宮
村
俊

男
委
員
、
会
長
職
務
代
理
者
に
山
口
啓
三
委
員
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

次
い
で
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
12
名
の
委
嘱
が
宮
村
会
長
よ
り

行
わ
れ
、
総
勢
24
名
の
新
し
い
体
制
で
の
秦
野
市
農
業
委
員
会
が
発
足

し
ま
し
た
。農業委員辞令交付式▶︎

農業委員（手前）と
秦野市長（中央奥）

　

農
業
委
員
の
改
選
に
伴
い
、

委
員
の
皆
様
の
推
挙
を
頂
き

会
長
の
要
職
に
就
任
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
職

責
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。

　

国
の
施
策
に
よ
っ
て
、
農

業
委
員
の
選
出
の
方
法
が
見

直
さ
れ
、
今
ま
で
の
公
選
か

ら
認
定
農
業
者
を
中
心
に
市

議
会
の
同
意
を
得
て
、
市
長

に
任
命
さ
れ
る
方
法
に
変
わ

り
ま
し
た
。
又
、
人
数
も
25

名
か
ら
12
名
に
削
減
さ
れ
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
新
た
に
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
が
12
名

委
嘱
さ
れ
、
両
委
員
で
農
業

委
員
会
が
構
成
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
農

業
委
員
会
は
担
い
手
へ
の
農

地
等
の
利
用
の
集
積
、
集
約

化
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
、

解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
な

ど
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化

を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
鳥
獣
被
害
の
発

生
拡
大
を
は
じ
め
、
益
々
厳

し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、

皆
様
の
要
望
、
意
見
を
行
政
、

関
係
機
関
に
働
き
か
け
る
の

は
農
業
委
員
会
の
責
務
で
あ

り
ま
す
。
私
も
今
ま
で
の
経

験
を
生
か
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
農
業
委
員
会

へ
の
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

よ
り
一
層
の
ご
指
導
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◀︎農地利用最適化推進
　委員委嘱状交付式

会
長
就
任
の
あ
い
さ
つ秦

野
市
農
業
委
員
会

会
長
　
宮
村
　
俊
男
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山口　啓三

山口　賢一
北地区担当

守屋　久夫
上地区担当

山本　晴生

清水富美子

堀川　昭夫
東地区担当

岩田　貢
西地区担当

近藤　信一

横尾　稔

三武　誠司
本町地区担当

澤村　一雄
大根地区担当

山口　孝嘉

増田　昌已

井上多美雄
上地区担当

諸星　茂
西地区担当

向原　洋子

石井　章一

遠藤　茂雄
東地区担当

加藤　敏雄
南地区担当

大津　信義

原　聡

桐山　清
北地区担当

安藤　正平
東地区担当

農　業　委　員

農地利用最適化推進委員
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4
月
12
日
、（
一
社
）
全
国
農
業
会
議
所
が
、
東
京
都
文

京
区
の
椿
山
荘
で
、
平
成
30
年
度
全
国
情
報
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

情
報
活
動
功
労
者
と
し
て
、
本
市
農
業
委
員
会
か
ら
鳥
海

久
元
会
長
（
当
時
）
を
は
じ
め
、
5
名
の
農
業
委
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
農
業
新
聞
の
普
及
拡
大
に
顕
著
な
成
績
を
収

め
た
と
し
て
、
本
市
農
業
委
員
会
を
は
じ
め
、
県
内
で
は
7

農
業
委
員
会
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
農
業
委
員
会
は
、

年
間
平
均
１
５
０
部
以
上
、
普
及
率
5
倍
以
上
と
い
う
成
績

で
し
た
。
な
お
、
本
市
の
購
読
者
数
は
、
県
内
第
1
位
で
す
。

　

5
月
30
日
、（
一
社
）

全
国
農
業
会
議
所
が
、

東
京
都
内
の
文
京
シ

ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
、
平

成
30
年
度
全
国
農
業
委

員
会
会
長
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
市
農
業
委
員
会
会
長
を
は
じ
め
、

全
国
か
ら
農
業
委
員
会
の
会
長
な

ど
約
１
８
０
０
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

大
会
で
は
、
農
地
利
用
の
最
適

化
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
た
め

の
政
策
提
案
や
、「
新
・
農
地
を

活
か
し
、
担
い
手
を
応
援
す
る
全

国
運
動
」
を
や
り
遂
げ
る
た
め
の

申
し
合
わ
せ
な
ど
を
決
議
し
た
ほ

か
、
農
業
委
員
会
活
動
の
実
践
を

踏
ま
え
た
決
意
表
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
、
県
選
出
国

会
議
員
に
対
し
要
請
活
動
を
行
い
、

大
会
決
議
事
項
を
要
請
す
る
と
と

も
に
、
本
会
の
平
成
31
年
度
農
業

関
係
税
制
改
正
要
望
を
提
出
し
ま

し
た
。

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
最

新
の
農
業
情
勢
の
提
供
と

解
説
、
先
進
農
家
の
経
営

紹
介
、
農
業
入
門
な
ど
読

ん
で
役
立
つ
情
報
が
満
載

で
す
。

●
毎
週
金
曜
日
発
行

●
購
読
料
月
７
０
０
円

●
お
申
し
込
み
は
、
農
業

委
員
、
推
進
委
員
、
ま

た
は
事
務
局
ま
で
。

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
８
２

－

９
６
５
４

平
成
30
年
度

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

「
農
地
利
用
の
最
適
化
の
取
り
組
み
を

強
化
す
る
た
め
の
政
策
提
案
」
な
ど
決
議

全
国
農
業
新
聞

賞状を授与される鳥海久元会長（当時）

平
成
30
年
度
全
国
情
報
会
議
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秦
野
市
で
は
、
荒
廃
農
地

の
解
消
に
対
し
て
補
助
金
を

出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
補
助

金
を
利
用
し
て
荒
廃
農
地
を

解
消
し
ま
し
ょ
う
。

◎
農
地
流
動
化
整
備
事
業

　

荒
廃
農
地
を
生
産
性
の
高

い
農
地
と
し
て
整
備
す
る
た

め
、
利
用
権
の
設
定
を
受
け

た
者
が
対
象
。

　

※
10
ア
ー
ル
当
り

最
大
6
万
円

◎
荒
廃
農
地
解
消
対
策
事
業

　

荒
廃
農
地
を
解
消
し
、
農

地
の
適
正
な
保
全
と
有
効
利

用
を
は
か
る
も
の
を
対
象
。

　

※
10
ア
ー
ル
当
り

最
大
3
万
円

※
申
請
者
が
多
い
場
合
に
は
、

予
算
の
範
囲
で
按
分
と
な

り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
は
だ
の
都
市

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

☎
８
１

－

７
８
０
０

①
農
業
経
営
基
盤
強
化
の
促
進

　

本
市
の
中
核
的
な
農
業
者
で

あ
る
認
定
農
業
者
等
で
組
織
す

る
「
秦
野
市
認
定
農
業
者
協
議

会
」
が
実
施
す
る
経
営
向
上
に

向
け
た
研
修
事
業
の
実
施
や
、

経
営
規
模
拡
大
・
農
地
集
積
に

向
け
た
資
本
整
備
へ
の
取
り
組

み
に
対
し
て
、
補
助
金
等
の
支

援
を
し
、
認
定
農
業
者
の
経
営

　

本
市
で
は
、
農
業
施
策
の
指
針
と
な
る
「
秦
野
市
都
市
農
業
振

興
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
（
計
画
期
間
：
平
成
28
年
度
～
平

成
32
年
度
）。
計
画
に
掲
げ
る
4
つ
の
基
本
目
標
（
Ⅰ
農
業
経
営

の
安
定
化
と
担
い
手
の
育
成
・
確
保
、
Ⅱ
農
地
の
保
全
と
農
地
の

持
つ
多
面
的
機
能
の
活
用
、
Ⅲ
安
全
な
農
産
物
の
生
産
・
消
費
に

よ
る
地
産
地
消
の
推
進
、
Ⅳ
農
業
に
対
す
る
理
解
の
促
進
と
交
流

の
活
性
化
）
を
柱
に
、
農
業
者
、
市
民
、
関
係
団
体
及
び
行
政
が

一
体
と
な
り
、
多
様
な
担
い
手
が
つ
な
ぐ
、
農
の
恵
み
が
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
　

・
①
②
は
、
市
農
産
課
農
業
振
興
担
当

・
③
④
⑤
⑥
⑦
は
、
は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

の
安
定
化
並
び
に
育
成
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

②
「
農
の
担
い
手
の
育
成
」

　

45
歳
未
満
の
新
規
就
農
者
に

対
す
る
農
業
次
世
代
人
材
投
資

資
金
の
交
付
や
、
は
だ
の
市
民

農
業
塾
を
通
じ
た
新
た
な
担
い

手
の
育
成
・
確
保
事
業
の
実
施

及
び
農
業
団
体
が
実
施
す
る
農

業
後
継
者
の
育
成
事
業
、
市
民

の
農
業
理
解
の
促
進
に
向
け
た

事
業
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま

す
。

③
地
産
地
消
の
推
進

　

市
民
へ
の
秦
野
産
農
産
物
に

対
す
る
愛
着
や
信
頼
性
を
高
め

る
た
め
、
秦
野
産
農
産
物
の
積

極
的
な
Ｐ
Ｒ
や
農
業
者
と
市
民

と
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、

市
民
と
流
通
関
係
者
と
一
体
と

な
っ
た
産
地
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築

に
よ
る
「
秦
野
版
地
産
地
消
」

の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

④
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

　

優
良
農
産
物
の
登
録
認
証
を

行
い
、
安
全
安
心
な
地
場
農
産

物
を
消
費
者
に
分
か
り
や
す
く

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
生
産
者

の
生
産
意
欲
の
向
上
と
消
費
拡

大
に
努
め
ま
す
。

⑤
農
地
の
多
面
的
機
能
を

支
え
る
共
同
活
動
を
支
援

　

多
面
的
機
能
を
支
え
る
農
地

維
持
活
動
（
農
地
法
面
の
草
刈

り
・
水
路
の
泥
上
げ
等
）
及
び

地
域
資
源
の
質
的
向
上
を
図
る

活
動
（
農
道
・
水
路
の
補
修
・

農
村
環
境
保
全
等
）
に
対
し
助

成
し
ま
す
。

※
対
象
農
地
は
農
振
農
用
地

⑥
落
花
生
の
生
産
支
援

　

落
花
生
の
品
質
と
収
量
の
向

上
の
た
め
の
生
産
資
材
等
の
導

入
に
要
す
る
経
費
を
助
成
し
ま

す
（
農
協
へ
出
荷
し
て
い
る
方

は
、農
協
が
と
り
ま
と
め
ま
す
）。

⑦
鳥
獣
対
策

　

総
合
的
な
有
害
鳥
獣
対
策
の

推
進
に
向
け
、
は
だ
の
都
市
農

業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
の
組
織
を
、

農
産
課
農
業
支
援
・
鳥
獣
対
策

担
当
と
し
、
鳥
獣
対
策
窓
口
を

一
本
化
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
秦
野
市
農
業
関
係
施
策

～
多
様
な
担
い
手
が
つ
な
ぐ
、

「
農
の
恵
み
が
あ
ふ
れ
る
都ま

ち市
」
の
実
現
を
目
指
し
て
～

農業振興費	 52,147千円
園芸畜産業費	 13,710千円
農地費	 42,264千円

平成30年度
秦野市農業関係予算
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秦
野
へ
引
っ
越
し
て
来
て
、
次

の
年
の
春
、
２
０
０
０
年
の
2
月

の
事
で
す
。
家
の
南
側
の
空
地
で

「
畑
を
や
っ
て
も
い
い
よ
」
と
言

わ
れ
た
の
が
、
私
達
の
農
業
の

き
っ
か
け
で
す
。

　

近
所
の
人
達
と
一
緒
に
、
葛
の

は
こ
び
る
土
地
を
耕
し
、
植
え
た

い
も
の
は
何
で
も
植
え
、
花
の
種

も
た
く
さ
ん
蒔
い
て
、
少
し
ず
つ

菜
園
造
り
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

何
の
経
験
も
な
い
私
た
ち
は
農

協
主
催
の
講
習
会
へ
何
度
も
参
加

し
ま
し
た
。
広
報
に
掲
載
さ
れ
た

農
業
塾
に
も
応
募
し
、
先
輩
農
家

の
指
導
や
援
助
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
秦
野
市
か
ら
の
支
援
も
様
々

に
い
た
だ
き
、
農
家
へ
の
道
を
歩

み
は
じ
め
ま
し
た
。

　

今
は
、
農
家
の
皆
様
か
ら
お
借

り
し
た
農
地
で
周
年
栽
培
の
ネ
ギ

農
家
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
じ
ゃ
が
い

も
、
里
芋
、
さ
つ
ま
い
も
、
落
花

生
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
に
ん
じ
ん
、
み

ん
な
猪
や
鹿
の
大
好
物
。
食
べ
荒

ら
さ
れ
る
ば
か
り
で
す
。
針
金
入

り
ネ
ッ
ト
を
は
り
め
ぐ
ら
し
、
太

い
鉄
格
子
の
柵
で
補
強
し
、
そ
の

内
側
に
電
気
柵
を
は
り
と
、
い
ろ

い
ろ
手
を
つ
く
し
て
み
ま
し
た
が
、

彼
ら
と
闘
う
こ
と
を
あ
き
ら
め
、

ネ
ギ
を
植
え
る
し
か
な
く
な
っ
た

の
で
す
。

　

良
い
ネ
ギ
は
、
な
か
な
か
で
き

ま
せ
ん
。
た
だ
今
、
夫
が
奮
闘
中

で
す
。
私
は
農
薬
を
で
き
る
だ
け

使
用
し
な
い
で
、
安
全
で
お
い
し

い
野
菜
づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。

　

新
規
就
農
し
て
8
年
に
な
り
ま

す
。
50
歳
で
会
社
を
辞
め
農
業
を

始
め
ま
し
た
。こ
の
時
、子
供
二
人

は
6
歳
と
3
歳
。
農
業
は
全
く
の

未
経
験
。
農
業
で
暮
ら
し
て
い
け

る
の
か
？
自
分
が
農
業
を
や
る
こ

と
に
意
味
が
あ
る
の
か
？
当
時
、

清
水
の
舞
台
か
ら
飛
び
降
り
る
気

持
ち
で
の
決
断
で
し
た
。
で
も
、

今
は
必
然
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し

て
い
ま
す
。

　

私
は
山
口
県
の
山
間
部
の
小
さ

な
町
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
地
元
で

の
働
き
口
は
限
ら
れ
、
18
歳
で
神

奈
川
県
に
出
て
来
て
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
関
係
の
技
術
者
に
な
り
ま

し
た
。
結
婚
し
て
子
供
も
で
き
て

充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
私
が
46
歳
の
時
で
し

た
。
父
が
亡
く
な
り
、
実
家
が
空

き
家
に
な
っ
た
時
、
自
分
の
根
っ

こ
が
無
く
な
っ
た
よ
う
な
寂
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
十
数
年
住
ん
だ

海
老
名
の
マ
ン
シ
ョ
ン
も
自
分
が

骨
を
埋
め
る
場
所
と
は
思
え
な

か
っ
た
。
地
に
足
を
着
け
て
、
何

か
リ
ア
ル
な
感
覚
の
あ
る
生
き
方

を
し
た
い
と
感
じ
た
。
そ
し
て
自

然
と
農
業
を
や
り
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

父
が
亡
く
な
っ
た
直
後
だ
っ
た

の
で
、「
人
生
は
一
度
き
り
。
死
ぬ

前
に
や
り
た
い
こ
と
を
や
れ
。」
と	

い
う
意
識
が
強
く
在
っ
て
、
そ
れ

が
決
断
に
背
中
を
押
し
ま
し
た
。

　

今
振
り
返
っ
て
み
て
、
私
を
農

業
に
向
か
わ
せ
た
の
は
、
子
供
の

頃
自
然
か
ら
自
分
に
刻
み
込
ま
れ

た
身
体
感
覚
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

春
の
芽
吹
き
の
色
や
匂
い
、
夏
の

草
い
き
れ
。
川
で
手
掴
み
し
た
魚

の
命
の
感
触
。
稲
刈
り
後
の
藁
の

香
り
…
。

　

し
か
し
、
そ
う
い
う
身
体
感
覚

を
呼
び
起
こ
す
環
境
が
遠
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。
自
分
は
そ
れ
を
取

り
戻
し
た
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。逆
に
、自
然
か
ら
呼
び
戻
さ
れ

た
と
言
う
事
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

8
年
た
っ
て
三
廻
部
は
第
二
の

故
郷
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
自
然

を
守
る
た
め
に
農
業
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
強
く
思
う
こ
と
は
、「
千

年
先
の
未
来
の
子
供
た
ち
に
、
今

の
地
球
の
自
然
を
残
し
て
や
り
た

い
。」
と
い
う
こ
と
。
私
の
子
供

時
代
と
同
じ
よ
う
に
、
春
に
は
蕨

や
蓬
生
を
摘
ん
で
、
初
夏
に
は
蛍

を
追
っ
か
け
て
、
裏
山
で
は
カ
ブ

ト
ム
シ
が
、
小
川
で
は
い
ろ
ん
な

魚
が
と
れ
て
、
秋
の
夜
に
は
虫
が

鳴
い
て
…
。

清
水
　
元
代
（
曽
屋
）

藤
田
　
譲
（
三
廻
部
）

美
味
し
い
ネ
ギ
、

目
指
し
ま
す

私
を
農
業
に

導
い
た
も
の

農
家
の
声
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QQ
「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
」
な
ん
て
初
め
て
聞
い
た
け
ど
、

ど
ん
な
お
仕
事
を
す
る
の
か
な
？

AA
「
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
」
と
「
農
業
委
員
」
は
違
う
も

の
だ
よ
。

　

推
進
委
員
と
は
、
各
担
当
地
域

で
、
①
人
・
農
地
プ
ラ
ン
な
ど
、

地
域
の
農
業
者
等
の
話
合
い
を
推

進　

②
農
地
の
出
し
手
・
受
け
手

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
、
農
地

利
用
の
集
積
・
集
約
化
を
推
進

③
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消

を
推
進
と
い
っ
た
現
場
活
動
を
行

う
こ
と
と
な
る
ん
だ
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
と
も
連
携
す

る
ん
だ
よ
。

QQ

う
ち
に
も
使
わ
な
い
農
地
が

あ
る
の
だ
け
ど
、
私
の
地
区
の
担

当
は
誰
な
の
か
な
？

AA

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
地
区
に
つ

い
て
は
、
３
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い

る
よ
。
是
非
相
談
し
て
み
て
ね
。

　

推
進
委
員
の
事
が
よ
く
分
か
っ

●
総
会

3
月
26
日
、
4
月
25
日
、

5
月
25
日
、
6
月
19
日
、

6
月
21
日

（
主
な
審
議
案
件
と
件
数
等

は
下
表
の
と
お
り
）

●
運
営
委
員
会

3
月
16
日
、
4
月
17
日
、

5
月
17
日
、
6
月
12
日

●
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

5
月
30
日　

東
京
都

●
全
国
情
報
会
議

4
月
12
日　

東
京
都

●
編
集
委
員
会

5
月
25
日
、
6
月
19
日

農
業
委
員
会
活
動
報
告
（
平
成
30
年
3
月
〜
平
成
30
年
6
月
）

総会の主な審議案件と件数

審　議　案　件 件数 面　積（㎡）

耕作目的の売買・賃貸（3条許可） 5件 3,666

市街化調整区域内の転用（4,5条許可） 3件 8,457

市街化区域内の転用（4,5条届出） 52件 24,916.41

利用権の設定 21件 48,942.43

相続税納税猶予 1件 3,817.39

　農業委員会は、毎年農地法第3条第2
項第5号に規定する別段の面積（下限面
積）を審議することとなっています。
　別段面積（下限面積）とは、農地法第
3条の規定による農地の権利移動（所有
権の移転、賃借権・使用貸借による権利
の設定等）をする場合、受け手の耕作面
積が、農地の権利移動後に最低限なけれ
ばならない面積のことです。
　今年度の別段の面積（下限面積）は、
4月25日開催の第4回総会において審
議され、40アールと決定しました。

　

荒
廃
農
地
解
消
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
と
協
働
し
て
荒
廃
農
地

解
消
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
度
荒

廃
農
地
か
ら
復
元
し
た
農
地
を
、

次
の
利
用
者
に
貸
す
ま
で
の
間
、

東
田
原
地
内
の
約
19
ア
ー
ル
の

農
地
に
お
い
て
、
市
立
東
小
学

校
児
童
と
一
緒
に
ダ
イ
ズ
や
サ

ツ
マ
イ
モ
な
ど
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
ダ
イ
ズ
は
収
穫
後
、
み

そ
を
手
づ
く
り
す
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

荒
廃
農
地
解
消
事
業
啓
発
活
動

「
み
そ
づ
く
り
」

支援
センター
通信 別段面積（下限面積）は

40アール

た
よ
。
早
速
相
談
し
て
み
よ
う
か

な
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
農
業
委
員
と
推

進
委
員
が
連
携
し
て
活
動
し
て
い

く
ん
だ
ね
。

　

今
回
制
度
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
、

農
業
委
員
会
は
、
大
き
な
使
命
で

あ
る
「
農
地
利
用
の
最
適
化
」
を

よ
り
良
く
果
た
せ
る
よ
う
に
な
り

そ
う
だ
ね
。

質　問
コーナー

※写真は昨年の様子です。
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　農業者年金は、農業者の老後生活の安定及び福祉の
向上と農業者の確保を目的とする公的年金制度で、次
の条件を満たせばどなたでも加入できます。

◦年間農業従事日数が60日以上
◦60歳未満の方
◦国民年金1号被保険者であること
また、確定拠出型の年金で、次の長所があります。
◦年金額が加入者数・受給者数に影響されない。
◦保険料は全額控除対象。
◦保険料の国庫補助（一定の要件が必要）。

お問い合わせ
農 業 委 員 会 事 務 局　☎８２―９６５４
はだの都市農業支援センター　☎８１―７８００

　農業委員会では、遊休農地の把握や発生の防止・解消を目的とする農地の利用状況調査を夏から秋に
かけて実施します。この調査は農地法に規定されているもので、毎年実施しています。また、この調査
で見つかった遊休農地の所有者に対しては、冬に利用意向調査を実施します。こちらも農地法に規定さ
れているもので、遊休農地の今後の利用について、貸付希望や耕作予定などを文書でお尋ねします。
　なお、利用状況調査の実施に当たり、農業委員や推進委員、事務局職員が農地に立ち入ることがあり

　

6
月
2
日
に
、

上
地
区
で
「
上

地
区
農
園
ハ
イ

ク
（
主
催
：
同

実
行
委
員
会
）」	

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
豊
か
な

自
然
の
中
、
収

穫
体
験
と
ハ
イ

キ
ン
グ
を
組
み

合
わ
せ
た
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、

今
年
で
5
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
　
（
平
成
30
年
4
月
1
日
）

前
事
務
局
長
代
理

　

内
田　

育
孝

　
　
（
は
だ
の
都
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
　
（
平
成
30
年
4
月
1
日
）

　

萩
原　

梓

　
　
（
市
民
税
課
か
ら
）

上地区農園ハイク　参加者多数で大盛況

農業者年金に加入しませんか？

“農地の管理状況を確認しよう”利用状況・意向調査を実施

ど
っ
こ
い
し
ょ

参
加
者
は
、
県
内
外
か

ら
２
４
１
名
と

な
り
、
大
変
盛

り
上
が
っ
た
一

日
で
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
Ｐ
Ｒ
動
画

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
し

て
い
ま
す
。「
上
地
区
農
園
ハ

イ
ク　

動
画
」
で
検
索
し
て
く

だ
さ
い
。

事
務
局
人
事

ますので、ご理解ください。
　併せて、この機会に、農地の管理状況
が適正かどうかを確認してください。遊
休農地が発生すると、その農地だけでな
く、周辺農地や近隣住民の生活環境の悪
化につながります。


